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本事業では、区画整理によるほ場の大区画化を図

り、担い手への農地の集積・集約を進めています。

令和７年度には、布崎団地区画整理（４工区その

２）工事において4.2haの区画整理工事を実施しま

した。16枚の小区画ほ場を４枚の大区画ほ場（最

大区画1.4ha）へと整備するとともに、整地工によ

り均平なほ場を造成しました。

布崎団地区画整理（４工区その２）工事 FOEAS実証ほ場でタマネギ収穫！！

本事業でほ場の大区画化と

FOEAS（地下水位を設定水位に制

御できるシステム、フォアスと読

みます。）の整備が完了した

ほ場で、タマネギの収穫が

行われました。

このほ場におけるタマネギは元々小玉であったこと

から球肥大期にFOEASを活用し、十分な水分を供給

できたことでタマネギが大きく育ちました。

FOEASは地下から効率よく水を供給でき、短期間で

均一な灌水が可能になるほか、地表を乾いた状態に

保ちやすいことから、病害の発生を抑え、タマネギ

の十分な生育に繋げることができました。

今後も事業で整備された農

地や施設を活用し、収量・

品質の向上や作業の省力化

につながる営農が期待され

ます！！
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区画整理後（Ｒ７.１２月）

区画整理前（Ｒ７.６月）
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今年の４月に高知から異動してきました技術次長の西村です。

島根は通算９年目になります。私は休日に山登りを楽しむこともあ

るので、今回は船通山の紹介をします。

船通山は、島根県奥出雲町（おくいずもちょう）と鳥取県日南町

（にちなんちょう）の県境に位置する山で、標高は1,142mあり、私ども

の事業に関係する斐伊川（ひいかわ）の源流となっています。

この山の山頂付近は、毎年４月下旬ごろにカタクリの花が咲き誇る

ので、多くの登山者でにぎわいます。登山路はいくつかありますが、

片道１時間30分程度となっています。

登山道は案内看板もあり整備されており、

また山頂の展望も良く、天気が良ければ

大山（だいせん）や三瓶山（さんべさん）が

一望できます。家族連れで登山を楽しま

れる方も多く、近くには斐乃上（ひのか

み）温泉（日本三大美肌の湯）もあるので、

カタクリの可憐な花を見に一度は訪れて

みてはいかがでしょうか。

用地課は、主に国営事業に必要となる用地補償及び換地に関する業務を担当

しています。

用地補償業務では、事業に必要な土地等の取得や支障になる建物等の移転に

伴う補償について、関係権利者に説明を行い、事業用地を確保します。

換地業務では、ほ場の大区画化等を行った土地に対して、権利関係を置きか

える業務を行っています。

各課紹介
今回は…

用地課
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船通山（せんつうざん） 技術次長 西村 稔

しんじこだより
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